２００６年１０月２６日

　　　　　　　　　　名古屋大会での挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　　木田　秀次

私、７月１日から第３４期理事会の理事長を務めております木田でございます。どうぞ宜しくお願い申し上げます。
今回の名古屋大会には、研究発表のための講演料が今春から増額されているにもかかわらず、大勢の人が参加して下さっており、大変ありがたく思っています。活発な議論が展開され、研究の進捗にこの大会が大いに役立つことを念願します。

また、名古屋大会開催にこぎつけるまで、会場探しを始め数々の点でご尽力下さいました中部支部、特に本大会実行委員会の方々には、理事会を代表しまして深く感謝申し上げます。
私が第３４期の理事長をお引き受け致しまして、理事会での学会運営の基本的理念として明確にしたいと思いましたことは、学会は、特定の誰それや人脈、特定のグループ、分野、組織などに偏った運営をしてはならず、公という考えに基づき運営するということです。気象界共通の利益を実現するために学会は存在するということを忘れないようにしたいということです。私個人としましては、夏目漱石の言葉として知られる「則天去私」を心がけるということになりましょうか。そして、特定の個人、グループ、分野、組織などは、それぞれ独自に競争的にやればよいと考えています。

さて、日本気象学会は、来年、創立１２５周年という節目を迎えます。これに合わせて、幾つかの記念企画を進めております。特に、「天気」、「気象集誌」、「気象研究ノート」などでは、それぞれ記念特集号を発行し、日本における気象学を回顧し展望します。また、記念シンポジウムも開催します。お楽しみ頂けるのではないかと存じます。
ところで、私、現在体調が不十分で何かとご迷惑をお掛けしていますが、本日の表彰式の形式も少し変えさせて頂きます。また、前期の理事長より継続するようにと言われており、私も喜んで行う積りで思っておりました理事長学術講演もやむを得ず延期させて頂くことに致しました。ご容赦のほどお願い致します。
私以外の理事の皆さんは、本職で極めてご多忙中にも関わらず、学会の運営がとどこおることなく担当のお務めに取り組んでおられますので、会員の皆さんにはご安心下さい。

以上、簡単ではありますが、挨拶とさせて頂きます。
